
表 2　DLBとATDの主な鑑別点		

	 	 　　　DLB	 　　　ATD　

	 性別	 男性にやや多い　	 女性に多い
	 発病年齢	 65 歳以上に多い	  65 歳以上に多い
	 経過	 進行が比較的早い	 緩徐な進行
	 初発症状	 多彩	  物忘れ
	 抑うつ	 早期に多い	  比較的少ない
	 幻視	 多い（人・小動物）	 ほとんどない
	 視覚認知障害	 しばしば	 ほとんどない
	 妄想	 幻視と関連	 物盗られ妄想
	 レム睡眠障害	 多い（発病前から）	 ない
	 認知の変動	 目立つ	 目立たない
	 パーキンソン症状	 しばしば	  少ない
	 抗精神病薬への 過敏性	 しばしば	 少ない
	 CT/MRI（萎縮）	 海馬を含め軽い	  海馬を中心に目立つ
	 SPECT（血流低下）	 後頭葉	 頭頂葉・後部帯状回
	 MIBG心筋シンチグラフィ	 取り込み低下	 異常なし
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